
サツマイモ「紅はるか」の苗植えをする
国際高専の2年生と先生の記念撮影。
エンジニアリングデザインの授業の一
環で、農業におけるビジネスと獣害対
策に取り組んでいる
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　総会では、初めに松田真一会長（大学・
情報処理・昭和50年卒）が「6年ぶりに対面
で総会を開くことができ、皆さんの元気な
顔を拝見できたのは非常にうれしい。石川
県は、令和6年能登半島地震、大規模な水
害に見舞われ、同窓会としても支援を続け
ている。オンラインが浸透し、いつでもどこ
でも会える時代となったが、対面での温か
な交流に重きを置いていきたい」と挨拶しま
した。

　また、来賓を代表して学校法人金沢工
業大学の泉屋吉郎理事長（大学・電気・昭
和45年卒）が「学校をめぐる現状は厳しい
ものがあり、これからも頑張り続けるしか
ない。同窓会活動の活発化は、学校を支
える原動力となるので支援をお願いした
い」と祝辞を述べました。
　伊藤鋭和氏（大学・土木・平成6年卒）を
議長に選任した後、令和6（2024）年度の
事業報告と決算報告および令和7（2025）

年度の事業計画と予算が審議され、出席
者から承認を受けました。最後に役員改
選を行い、松田会長を再任し、新たな役
員を選びました。
　これからの3年間の付託を受けた松田会
長は「若返りを図るのが、これからの任期
の課題となる。皆さんの力を借りて、微力
ながら頑張っていきたい」と意気込みを
語りました。

デジタル時代こそ
対面の交流を 松田真一会長を再任

1

第14回こぶし会総会は金沢工業大学多目的ホールで、6年ぶ
りに対面での開催となりました。学園創立から60年以上が経
ち、同窓会組織のあり方も変わりゆく中、いつの時代も心温
まる交流の大切さを再確認しました。

第14回
こぶし会総会

写真左：「同窓会活動を盛り上げるに
は、こぶし会全体でのサポートが欠かせ
ない」と話す松田会長
　
写真右：泉屋吉郎理事長は「地方全体
から志願される学校でありたい」と強調
しました

全国各地から会員が出席し、事業内容を審議しました



●	「会報こぶし」76号	＝	（7月）発行
●	「会報こぶし」77号	＝	（令和8年1月）発行

●	支部総会	＝	4月1日～令和7（2025）年度末
●	九州・沖縄地区支部長会議	＝	5月17日～18日（鹿児島）
●	中国・四国地区支部長会議	＝	5月24日～25日（香川）
●	令和7（2025）年度全国支部代表者会議
	 ＝	6月14日、金沢工大酒井メモリアルホール
●	北信越地区支部長会議	＝	7月20日（新潟）
●	東海地区支部長会議	＝	8月23日～24日（静岡）
●	関東地区支部長会議	＝	9月6日～7日（山梨）
●	東北・北海道地区支部長会議	＝	9月27日～28日（山形）
●	近畿地区支部長会議	＝	11月1日～2日（兵庫）
●	第29回全国一斉ボウリング大会	＝	10月17日～11月16日

●	サマーセッションin白山麓2025	＝	7月26～27日、白山市瀬戸
●	第27回こぶし会ゴルフ大会	＝	9月20日
●	第22回こぶし祭	＝	10月19日

支部委員会

企画委員会

会報委員会

［ 各委員会から提示された事業計画 ］

2

写真上：「事業ใࠂ
事業ܭըにͭい
ͯ౼議しました

写真Լ：会員の理
ղがಘられるΑ͏ ஸ
ೡなઆ໌がߦΘれ
ました

˔こぶし会役員一ཡ

名誉会長� 黒田 壽二� （อೋ会・電ઐ・昭和35年卒）
� � （大学・電気・昭和44年卒）

� 神　 亮二� （อೋ会・電 （昭和37年卒・ߴ

相談役� 大澤　 敏� （大学学長）
� 鹿田 正昭� （ઐ校長ߴ）��
� � （大学・土木・昭和5�年卒）

会　長� 松田 真一� （大学・情報処理・昭和50年卒）

副会長� 中野 忠史� （อೋ会・電 （昭和3�年卒・ߴ
� 西谷 隆司� （ઐ・電気・昭和53年卒ߴ）
� 古橋 孝実� （大学・ݐங・平成�年卒）

理　事� 水野 四郎� （อೋ会・電 （昭和3�年卒・ߴ
� 中橋 勝美� （อೋ会・工大ෟ・昭和4�年卒）
� 北山 　博� （ઐ・電気・昭和5�年卒ߴ）
� 早川 義造� （ઐ・電気・昭和43年卒ߴ）
� 瀬川 明夫� （大学・ػց・平成2年卒）
� 吉井 源治� （大学・電ࢠ・平成5年卒）
� 高木 由次� （大学・ܦӦ・昭和50年卒）
� 石冨 智宏� （大学・土木・平成元年卒）
� 佐藤 和仁� （大学・ݐங・昭和5�年卒）
� 加原 智彦� （大学・情報・平成7年卒）
� 村井 宜延�� （大学・৺理情報・平成22年卒）
� 伊勢 陽一� （大学・土木・昭和5�年卒）
� 中村 幸蔵� （大学・電ࢠ・昭和63年卒）
� 水上 浩典� （大学・情報処理・昭和60年卒）
� 波多野 篤志  （大学・土木・昭和60年卒）
　� 阪口 龍平� （大学・ݐங・昭和53年卒）
　� 烏谷 　伸� （大学・土木・昭和5�年卒）
　� 川野 和彦� （大学・電気・平成�3年卒）
　� 泉屋 利明� （大学・情報・平成7年卒）
　� 寺田 正人� （大学・土木・昭和54年卒）
　� 野中 正樹� （ց・昭和4�年卒ػ・ઐߴ）
　� 源野 統夫� （大学・ݐங・平成2年卒）
　� 部谷 直宏� （大学・土木・平成3年卒）
　� 杉本 栄三郎  （大学・情報処理・昭和57年卒）

監　事� 織田 正裕� （อೋ会・電 （昭和3�年卒・ߴ
　� 釜戸 吉一� （ઐ・電気・昭和4�年卒ߴ）
　� 太田 詩朗� （大学・ػցγεςϜ・平成7年卒）

参　与� 川向 義朗� （大学・ܦӦ・昭和4�年卒）
　� 野村 外茂雄�（ߴઐ・電気・昭和44年卒）



อೋձ૯ձ

ۚߴࡍࠃઐಉ૭ձ૯ձ

ձһの݈૿߁ਐʹྗ

৽ձʹ୩ོࢯ࢘ʢిؾɾত��ଔʣ

ൃ͕ߍల͢Δ॥Λ

　อೋ会総会は令和7（2025）年6݄
�4、金沢工業大学ञҪϝϞϦΞϧϗ
ʔϧで開࠵されました。
　総会ではத࢙会長（電 昭・ߴ
和3�年卒）が「զʑは金沢工大学Ԃの
ૅをつくったというࣗෛがある。会員の
݈、化がਐんでおりྸߴ に置؟をओ߁
いたϓϩάラϜを࣮ࢪしていく」と挨拶

しました。
　Ҿき続き、令和6（2024）年度の事業
報告と決算報告、令和7（2025）年度
の事業計画ならびに予算Ҋと役員Ҋ
が審議され、ྃ 承されました。
　再任されたத࢙会長は「卒業ੜ
がͤになりながら、校が発లして
いくという॥がੜまれることを、こ
れまでҎ্に願っていきたい」と述べま
した。

͞ΒͳΔੑ׆ԽΛࡧ

　金沢ߴࡍࠃઐ同窓会総会は令和7
（2025）年6݄�4、金沢工業大学ଟ
తϗʔϧで開࠵され、一の発లを
いました。
　総会ではதਖ਼थ会長（ػց・昭和
4�年卒）が「લճはίϩφՒのためϦ
Ϟʔτͩったが、6年ぶりに対面開࠵と
なった。ࠓ後、さらなる活ੑ化を図って

いきたい」と挨拶しました。ߴࡍࠃઐ
学校のࣛ田ਖ਼昭校長が祝辞を述べ
ました。
　この後、令和6（2024）年度の事業
報告と決算報告、令和7（2025）年度
の事業計画と予算について審議し、ഥ
खをもってશ議Ҋが承認されました。
　最後に役員改選が行われ、୩ོ࢘
෭会長を新会長に選びました。

อೋ会では、පӃと࿈ܞしͯ ੜ活श׳පにରॲし、体調理しͯ い
こ͘とݕ౼

৽会長のखにظがूまりました

　この度、金沢国際高専同窓会の会長と
いう重責を拝し、身の引き締まる思いです。
　金沢工業高等専門学校が築き上げて
きた歴史と伝統は、国際高等専門学校に
受け継がれ、これから新たな未来を切り拓
いています。この二つの異なる潮流が交わ
り、新たな価値を創造することで、同窓会を
さらに発展させていきたいと考えています。
　金沢工業高等専門学校は、昭和37
（1962）年の開校以来、半世紀以上にわた
って北陸の産業界を支える多くの優れたエ
ンジニアを輩出しました。平成30（2018）年
には、国際高等専門学校へと校名が変更さ

れ、「エンジニアリングデザイン教育」を核と
した国内屈指のボーディングスクールです。
　今後、金沢工業高等専門学校と国際高
等専門学校の卒業生たちが、学習環境や
校風の違いを超えて、互いの価値観を尊
重し、新たなつながりを築いていくことが、
同窓会に課せられた重要なミッションであ
ると認識しております。
　この発展へのステップをクリアするには、
会員の皆さんのご協力とご支援が不可欠
です。皆さんと共に、金沢国際高専同窓会
が未来へ向けて力強く歩んでいけるよう、
全力を尽くしてまいります。

卒
業
生
が
新
た
な
つ
な
が
り
を

ब��挨拶
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金沢国際高専同窓会

新会長  西
に し た に

谷隆
た か

司
し

（電気・昭和53年卒）



ۚۀେֶಉ૭ձ૯ձ ಉ૭ੜの͍ࢥをྗʹ

ឺΛਂΊߍΛ͑ࢧΔ

　大学同窓会総会は令和7（2025）年
6݄�4、金沢工業大学ଟతϗʔϧ
で開࠵されました。
　総会では、࣮ڮݹ会長（ݐங・平成
�年卒）が「一人一人のࢥいが、෮ڵを
͢ࢦ石川県、গࢠ化のに面͢る
校を支える大きな力になる。ឺ をਂ

め、ະ来とڞにาみたい」と挨拶し、ࢁ
。෭学長が祝辞を述べました࢙ರޱ
　この後、令和6（2024）年度の事業報
告と決算報告、令和7（2025）年度の事
業計画と予算について審議し、શ議Ҋ
が承認されました。再任されたڮݹ会
長は「ίϩφՒという厳しい時期もあっ
たが、皆さんのڠ力によってさらにྑい
同窓会にしていきたい」と語りました。

େ学との࿈ܞを強Ίͯい͘ ことがॏཁ とͩのೝࣝを֬ೝしました

こͿ͠ ձ��ަ ྲྀձ

こͦかしこでসإが ま͚した

　こͿし会交流会は、金沢工業େ学21߸ 「ؗϥテϥ」で開かれ、出੮
ऀたちは6年Ϳりのର໘での࠶会をتͼました。
ݹॳにদాਅҰこͿし会会長（େ学ɾใॲཧɾ昭和�0年卒）と࠷　
し、দా会長の発ࡰがѫ（築ɾ平成8年卒ݐେ学ɾ）ҕ員ߦ࣮࣮ڮ
でסഋしました。
　会では、テーϒルをғんでچ༑たちとの会がΈ、࠷後に֤
同窓会の会員が校Վをএし、思い出の٧まったՎが会にڹき
ました。

�

Ϳ
り
ʹ
ର
໘
Ͱ
ަ
ྲྀ

ઔ会総会は令和7（2025）年6ػ　 �݄4、こぶし会総会に߹わ
ͤて開࠵し、ୈ5代会長に川໌氏を選びました。
　��年間、会長をめたத田೭લ会長（ػց・昭和6�年卒）
は「卒業ੜが࣮ࣗݾ現をՌたし、同窓会のກがਂまるதで、学
Ԃが発లしていくことを願っている」と任期をৼり返りました。
川新会長は「時代のχʔζにԠえるྖҬのさがػցܥ学Պの
ಛであり、さま͟ まなϑΟʔϧυで活༂͢る会員の同窓会活動
を活発にしたい」と決意を述べました。

ઔձػ
ଟͰ׆༂͢Δ会һΛҰͭʹ

৽ձʹ໌ࢯ
ʢػցɾฏ�ଔʣ

　ᘡກ会総会は令和7（2025）年6݄�4、金沢工業大学7߸
ؗで40人が出席して開࠵されました。
　総会では、吉Ҫ࣏ݯ会長（電ࢠ・平成5年卒）が「ࡢ年、ઃཱ50
年をܴえ、これからの50年の活動がり্がるようにܙをߜ
りたい」と挨拶しました。
　この後、金ؙอయઌੜが「ৼり返り、ͦしてઌ」、࣎ઌੜは
を「�ڀݚɼ大学のڀݚ業のا�うことࢥࠓわってܞ開発にڀݚ」
ԋ題にه೦ߨԋされました。また、࠙ 会では、มわら͵༑情を
֬かめました。

ᘡກձ
会һ͕ू͏׆ಈΛ

���ʹ͚ͯ Ұؙ

૯会に出席したօさΜ૯会にूまͬ たօさΜ
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同窓会編

　令和6（2024）年度の同窓会入会式が
高専同窓会は令和7（2025）年3月1日、
大学同窓会は3月14日にそれぞれ行われ、
こぶし会の発展に欠かせない新会員の
可能性に思いを馳せ、胸を躍らせました。
　卒業式後に行われた入会式では、西谷
隆司高専同窓会副会長（高専・電気・昭

和53年卒）が「こぶし会と高専同窓会の
行事への参加を期待しています」、古橋
孝実大学同窓会会長 （大学・建築・平成8
年卒）が「こぶし会と金沢工業大学同窓会
とのつながりを生かし、母校や社会との
関係を深めてください」と歓迎の言葉を
贈りました。

　高専では本田詩織さん（国際理工学
科）、大学は幹事を代表して野田力矢さん

（応用バイオ学科）が入会の詞を読み上
げました。
　今年の新会員は、高専同窓会が9名、
大学同窓会が1,296名でした。

入会の詞を読み上げる野田さん（左）と本田さん（上）

会員数は83,119名に
高専・大学で同窓会入会式

　学位授与式および学科に分かれて
の学位記手渡し式は令和7（2025）
年3月14日に開かれ、278名（機械工
学科159名、航空システム工学科29
名、ロボティクス学科90名）の卒業生
が機扇会に入会しました。
　式では、プロジェクトデザインⅢで優
秀な成果を挙げ、各研究室の指導教員
より推薦された卒業生38名（機械工
学科20名、航空システム工学科9名
そしてロボティクス学科9名）に機扇
会賞を贈りました。
　機扇会では、在学生をエンカレッジ
するため研究奨励補助や授業におけ

るものづくり表彰を行
っているほか、卒業生
の機扇会員を対象とし
た交流会を実施してい
ます。今後の活動に対
してご理解いただくと
ともに、交流会などに
積極的に参加いただ
ければ幸いです。
　なお、昨年のホームカミングデーに
おいて、卒業して50年を経た先輩方
と交流し、令和7（2025）年度も交流
会を実施したいと計画しています。こ
ぶし会ウェブサイトで詳細をお知らせ

しますので、定期的にのぞいてみて
ください。会員の皆さまも周年を記念
した同期会などを企画し、旧友たち
とすてきな時間を過ごしてみません
か。

機械工学科・機械システム工学科・物質応用工学科・先端材料工学科・機械工学科・機械システム工学科・物質応用工学科・先端材料工学科・
物質システム工学科・ロボティクス学科・航空システム工学科物質システム工学科・ロボティクス学科・航空システム工学科機

き せ ん か い

扇会
���໊ͷ卒ۀੜ͕ػઔ会ʹೖ会
ઔ会3�໊ػ

த田会長から学ੜにػઔ会をत༩しました

こぶし会
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ใ௨৴工学科ᘡࢠి・工学科・ใ௨৴工学科ࢠిؾి・工学科ࢠి・工学科ؾใ௨৴工学科ిࢠి・工学科・ใ௨৴工学科ࢠిؾి・工学科ࢠి・工学科ؾి
㆓ ㆼ ㆎ か い

ກ会

　令和�（2024）年度入会式は、令和7
（2025）年2月14日、৽会員や先生方
などがग़੮し、ۚ 工業େ学21߸ؗ1
֊ϥテϥで開࠵されました。
ɾฏ成5年ࢠి）会࣏ݯॳに٢Ҫ࠷　
卒）がॕࣙをड़、ᘡກ会の活動などを
આ໌しました。その後、ڮݹ実ۚ工
業େ学同૭会会（ݐஙɾฏ成8年卒）、
հ教授ܒޱ工学科ओのࢠిؾి
などが৽会員に（ɾฏ成2年卒ࢠి）
けて、はなΉけやܹ励のݴ༿を贈りま
した。
　Ӝేさん（େᖒ研究室）の࢘会の
Լ、৽会員を表してࢁຊଠཅさん（
ా研究室）が入会એݴし、৽ࣄװにબば
れたೋޱ࢘さん（Ӭ研究室）ࠤ、 
ͻかりさん（༄ڮ研究室）、和ా๏େさん

さん（ฏ間研و෦ᠳ、（研究室ݟਂ）
究室）をհしました。卒業生ならびに
教員がऴ࢝、に͗やかなงғؾでஊ
し、෦さんのສࡾࡀএで入会式をక
めました。
　今年の入会ऀは1��名となりました。

���ਓ͕新ͨʹೖ会
ͳΉ͚ͷݴ༿ଃΔ

৽たにೖ会したଔ業ੜの活༂をظした吉Ҫ会長

ͳ͕͖ͭ会
ͳ͕͖ͭ 会Λत༩
��໊͕ೖ会
　令和�（2024）年度入会式は令和7（2025）年2月14
日、卒業を͑߇た学෦4年74࣍名ならびに教員ŋながͭき
会会員の計8�名がۚ工業େ学21߸ؗ2֊ʮイϧιー
レʯで開࠵されました。
　入会式は、卒業のおॕいとܹ励、ʮながͭき会入会式ʯ
を݉Ͷて実施しています。今年は55期生が入会し、ଜా݈
Ұさんがࣄװとして入会をએݴしました。
　また17期生のળాળさん（ɾত和�2年卒）、47
期生のڮߴफେさん（ڥɾฏ成29年卒）、47期生
のాࢁ秀ຑさん（ڥɾฏ成29年卒）がॕࣙをड़
ました。
　ながͭき会会員も参加したほか、教員ならびに学生がと
もにऴ࢝なごやかなงғؾで࠙ஊし、ޓいのឺをਂめまし
た。入会式のకめとして3期生のӜউٱさん（ɾত和
48年卒）がエーϧを贈りました。

土木工学科・環境土木工学科土木工学科・環境土木工学科

ೖ会をॕͬͯ ഋするօさΜס

˙�　࣌� ྩ�ʢ����ʣ�݄�ʢʣ
˙�会　� ΰϧϑΫϥϒ�πΠϯϑΟーϧζ
˙�ਃࠐక� ྩ�ʢ����ʣ�݄��ʢʣ
˙�ਃࠐ��ઌ� Լʢɾฏݩଔʣ
� '"9ʗ������������
� &ϝーϧʗUB�DIBO!CFJHF�QMBMB�PS�KQ

ながつき会ゴルフ大会

˞ΰϧϑେ会ɾ૯会なͲৄࡉに͖ͭましͯ は、こぶし会ΣϒサΠト
　なͲで͓らせしますɻ

˙�　࣌� ྩ�ʢ����ʣ��݄��ʢʣ��：��ʙ

第11回総会
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ܦ
㆐ い ㆓ ㆄ か い

会 ・Ӧใ工学科・ใϚωδϝϯτ学科ܦ・Ӧ工学科ܦ・Ӧใ工学科・ใϚωδϝϯτ学科ܦ・Ӧ工学科ܦ
ใܦӦ学科・ܦӦใ学科ใܦӦ学科・ܦӦใ学科

ୈ��ճ ౙͷҟۀछަྲྀ会  ༥߹ܕͷ新ֶՊΛઃ
　令和7（2025）年1月18日、こぶし会ଟ的ホー
ϧで開かれ、ۚ 工業େ学経Ӧใ学科のಙӬ༤
Ұ教授がʮ経Ӧ工学科から経Ӧใ学科、そして
ใデザイン学෦ʯとしてߨԋ、今後のେ学を
లしました。
　ಙӬ教授は、�0年લのࣷߍのࣸਅをհし

ながら、今日までの教ҭվֵのมભをઆ໌しまし
た。令和7（2025）年4月からはʮใデザイン学෦
（経Ӧใ学科ɾڥデザイン成学科）ʯとして
生まれมΘることから、Ϗジϣンの実ݱにいたる۩
ମ的なಓےをߏして、間とڠಇして行動できる
ਓࡐのҭ成を指すとしました。

ྩ和�（���5）年  �݄�3（） ��ɿ��ʙ

経工会

ࠂ

ઐಉ૭会ߴ

˙�優উ� 細川 禎洋 さん（機械ɾত和�2年卒）
˙�2�位� 田辺 正雄 さん（ిؾɾত和50年卒）
˙�3�位� 宮下 郁平 さん（ిؾɾত和47年卒）

ఓ༸͞ࡉ Μ（ػց・昭和��年卒）͕

ॳ༏উऀͷӫף ʂʹ
ୈ�ճΰϧϑେ会

ۚ工ߴۀઐ学ߍɺߴࡍࠃઐ学ۚߍ工ߴۀઐ学ߍɺߴࡍࠃઐ学ߍ

ੵ
ㆤ ㆿ き か い

会
・学科ڥॅډ・ங学科ݐ・学科ڥॅډ・ங学科ݐ
ஙσβΠϯ学科ݐ・σβΠϯ学科ࢢஙݐஙσβΠϯ学科ݐ・σβΠϯ学科ࢢஙݐ

ळɺྩࠓ 和̓ （���5）年
૯会։࠵༧ఆ
　昨年、ࣾ 会やࡂのӨڹをߟ しྀԆ期
となっておりました૯会にͭきまして、今ळに開
日時や会などの࠵を༧定しております。開࠵
詳細はܾ定࣍ୈ、こぶし会ウェブサイトにてごҊ
いたします。

ྩ�ʢ����ʣにߦΘれたۚΰーΰーΧϨーελδΞϜの
ݟ学

・会૯会ܦ
ҟۀछަྲྀ会Λ։࠵

૯会後、ୈ45ճՆのҟ業छ交流会を開࠵します。

  こぶし会多目的ホール
（対面とオンライン併用のハイフレックス型式）

ʮށߐͷେ໊ͷෑͷܦӦ（Ծ）ʯ

˔ ୈ�5ճՆͷҟۀछަྲྀ会
ԋʗཬߨ

㆕ㆨ

ݟ
ㆿ

和
か㆚ㆲ㆓

ࢯ（ܦӦ・昭和5�年卒）

こぶし会会員の方ならどなたでも参加できま
すので、経工会およびこぶし会ウェブサイトか
らおਃしࠐみください。

会場

　ୈ1ճΰϧϑେ会が令和7（2025）
年5月25日、ੴۚݝࢢのۚηン
トϥϧカントϦー۞ָ෦で開࠵され、
細ఓ༸さん（機械ɾত和�2年卒）が
記念すきॳԦऀにًきました。
ઐ同૭会の৽たな交流のとしߴ　
て、これからもΰϧϑେ会はܧଓする
༧定です。དྷ年のେ会では、ଟくの皆
さんの参加をおちしております。

成 績

Ճແྉࢀ
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෦編ࢧ

อ
ㆻ ㆘ か い

ೋ会
扇
せ ん ㆗ ㇇ ㆄ か い

ᠳ会 ใॲཧ工学科・ใ工学科・ϝσΟΞใ学科ใॲཧ工学科・ใ工学科・ϝσΟΞใ学科

　こぶしࡇ（工େࡇซ࠵）の開࠵
にซせて、ӈ記のよ͏にʮ扇ᠳ会
૯会ɾ࠙ 会ʯを開࠵いたします。今
年は̏ 年に̍ 度の૯会で り͋、ใ
ॲ理工学科、ใ工学科、ϝディΞ
ใ学科の卒業生の皆༷の参加を
৺よりおちしております。

10月18日（土）に総会・懇親会を開催

https://forms.office.com/r/gi0slnvczz

■ 総会議題
  ・ 収支決算及び事業報告について
  ・ 役員、幹事の改選について
  ・ その他
■ 日時
　 令和7（2025）年
　 10月18日（土）10：00〜
■ 場所
　 金沢工業大学21号館1階
　 ※開催場所・時間の詳細は決まり次第、申込時に
       ご登録いただくメールアドレスへお知らせします。

■ 会費
　 無料
■ 申し込み締切日
　 令和7年（2025年）10月11日（土）

世代を超えたつながりを
石川支部総会・懇親会

　ੴࢧ෦の令和7（2025）年度૯会ɾ࠙ 会は4月2�
日、ۚ ࢢの"/"ホϦデイɾインۚスカイで開かれ、先輩
後輩の֞ࠜを͑て同૭生のͭながりをਂめることをい
ました。
　૯会では、ถ৴ࢧ෦（ߴઐɾ機械ɾত和45年卒）が
ʮおੈになった学ԂにԸฦしし、ੲの間とָしめるࢧ෦
にしていきたいʯとѫࡰし、দాਅҰ会（େ学ɾใॲ理ɾত
和50年卒）がʮ࠷も会員がଟいੴࢧ෦が活ੑԽすること
は、こぶし会活動にେきなྗとなるʯとॕࣙをड़ました。

　૯会にଓいて開かれた࠙会では、和ઘ行༤さん（େ学ɾ
和やかに࢝ഋし、ग़੮ऀはऴסஙɾฏ成10年卒）のൃでݐ
らかにՎ͏ग़੮ߴՎが流された໘では、ߍ。ஊしました
ऀの࢟がݟられました。தకめは఼ଜ和さん（େ学ɾɾত
和57年卒）がめられました。

しͯظ෦のൃలにࢧのੴޙࠓ ूまͬ た出席ऀのօさΜ

◉ 令和6（2024）年度に開かれた支部総会（12月〜3月）

ԭೄࢧ෦の૯会にू たͬօさΜ େࢧࡕ෦とฌࢧݿ෦は߹同で૯会を։࠵しました

ઔᠳ会

・学科ڥॅډ・ங学科ݐ・学科ڥॅډ・ங学科ݐ
ஙσβΠϯ学科ݐ・σβΠϯ学科ࢢஙݐஙσβΠϯ学科ݐ・σβΠϯ学科ࢢஙݐ

扇翔会 総会・懇親会
申し込みフォーム

 　●申し込み先



෦編ࢧ

ͼ͔͚ݺをަݟͳҙൃ׆ るদ田会

ۚۀେֶのอऀޢ会Ͱ͋ る፵༑会の会߹
のࡍʹɺԬࢧࢁ෦の׆ಈを·とΊͨࣔܝͰ13
ͨ͠ と͍͢ग़ݪԬࢧࢁ෦

ՈͰಉ૭会׆ಈʹࢀՃ͠ ͯΒ͑ るΑ͏ とʹɺߐϊ
ౡਫؗの๚Πϕϯτをݕ౼͠ ͍ͯ ると͍ ඛ͏
ӳւਆಸࢧ෦（େ ɾֶػցɾฏ��ଔ）

ಙౡとのߦศ͕͋る߳ߓのπΞʔをاը
͠ɺࢀՃをݺͼ͔͚るྛࢠوಙౡࢧ෦（େ ɾֶ
（ɾฏ��ଔؾి

令和 6（2024）年度こぶし会全国支部代表者会議

　会ٞでは、まͣদ田ਅҰこぶし会会長
（大学・ใॲ理・昭和50年卒）が「今日
はօさんの͝ҙݟ、ಛにσδλϧ׆用な
ͲのΞイσΞを参ߟにしながら、Αりྑい
同窓会׆ಈについて͑ߟΔ༗ҙٛな会
にしたい」とѫࡰしました。
　その後、大学同窓会会長をめΔ古橋
孝実こぶし会副会長（大学・建築・平成8
年卒）が、֤ ෦からのఏҊやཁ事߲ࢧ
についてઆ໌しました。֤ ׆」෦からのࢧ
ಈをपすΔため、卒業生の࿈བྷઌをڞ
༗してらいたい」とのཁにରしては、

で͖ڙਓใの理はॏཁで͋り、ఏݸ
ΔใはϝʔϧΞυϨεにݶఆし、その
ఏڙઌࢧ෦長のみとすΔことを֬ೝい
たしました。
෦ࢧࢁ෦のऔりみとしては、Ԭࢧ֤　
のग़ݪಓ༤ࢧ෦長（大学・ػց・昭和56
年卒）が「バʔϕΩϡʔ大会がධで、த
෦からଟくのํが参加していࢧ国の࢛
Δ。ݩ新ฉ社にऔࡐしてらい、׆ಈを
13していΔ」とใࠂしました。
　σδλϧ׆用のでは、౦ࢧژ෦の
߳田༞ࢧؽ෦長（大学・建築・平成21年

卒）が、「同窓会イϕϯτのҊϋΨΩに
ΞϯέʔτϑΥʔϜにつながΔೋݩ࣍ί
ʔυをࡌهしたとこΖ、एいੈ代からの
ճが高かͬた。今後ੵۃతに׆用
したい」とड़ました。
　また、ฌࢧݿ෦のࠇকҰࢧ෦長（大
学・ػցγεςϜ・平成2年卒）は、同ࢧ෦
や大ࢧࡕ෦でΞϯέʔτϑΥʔϜを׆
用して͓り、「ճは上していΔの
の参加ऀࣗମは૿͑ていない。長期త
なࢹでݺͼか͚をଓ͚たい」とのҙݟ
をࣔしました。
　その΄か、イϯελάϥϜやϑΣイεϒ
οΫを׆用したใ発৴の۩ମྫにつ
いてใࠂが͋り、実の͋Δ会ٞとなりま
した。

こぶし会全国支部代表者会議が令和7（2025）年6月14日、金沢工業大学酒井メ
モリアルホールで開催され、全国から支部代表者と支部委員らが出席し、情報発
信を強化することで支部活動を充実させていく方法について意見交換しました。

情報発信の工夫で活動を活発に

9
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森
も り よ し

吉貴
た か ひ ろ

大助教が「Mars Touch Project」に参画
ల։ܕΤΞϩδΣϧٕज़の࣮༻Խ

　宇宙への関心が高まる中、金沢工
業大学工学部航空宇宙工学科の森
吉助教が、NeSTRA（次世代宇宙シ
ステム技術研究組合）などが研究開
発する「Mars Touch Project」の
設計者の一人に選ばれました。
　このプロジェクトでは、革新的な大
気圏突入システムである「展開型エ
アロシェル技術」の開発及び実証を
行います。エアロシェルとは宇宙機が
大気圏に突入する際に、その機体を
熱と圧力から保護し、減速させる熱シ
ールドのことで、今回のミッションで
は、火星着陸探査の実現と、の地球へ
の帰還の低コスト化や高信頼性化を
目指します。
　NeSTRAは、藤倉航装株式会社
及び株式会社ElevationSpaceと
共同で、地球での技術実証、そして
火星探査機に求められるレベルの機
体開発に取り組みます。森吉助教は
NeSTRAの主任研究員として、展開
型エアロシェル開発を主導し、突入機

体全体のシステム設計も担当します。
　火星探査は、アルテミス計画の進
展を踏まえ、2030年代以降の国際的
な宇宙開発における主要な舞台とな
ると見られています。また、地球低軌
道や月などから大気圏に突入し、安全

に帰還するというニーズは、今後も高
まることが予想されます。この展開型
エアロシェル技術が宇宙ビジネスの
キー技術となり、国内外の宇宙ビジネ
スのさらなる展開が期待されます。

展開型エアロシェルが火星に降下するイメージ図

PLUS
大学

住所などの確認に協力を住所などの確認に協力を
本人や勤務先の情報は、「会報こぶし」の発送などに必要です。変更
があったときは、インフォメーションカードの情報を更新した上で、
事務局への返送にご協力ください。

カードの返信は不要です。 住所、氏名、会社名などの情報を更新
し、カードをお戻しください。

ΠϯϑΥϝʔシϣϯΧʔυ

▶ 変更がない場合 ▶ 変更がある場合

確 認 事 項 1.転居　2.異動　3.社名変更　4.転職　5.その他

©JAXA
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　先ずもって卒業生の皆さまにおかれ
ましては、社会でのご活躍、心よりお慶
び申し上げます。また、日頃より本学園
に対しまして多大なるご支援ご協力を
賜り深く感謝申し上げます。
　私はこの度、石川憲一名誉学長の
後任として特別奨学事業寄付金募集
委員長を拝命した、平成5年第27期
金沢高専（電気工学科情報工学コー
ス）、平成7年第22期大学（工学部情
報工学科）、平成13年大学院（工学研
究科博士課程情報工学専攻）をそれ
ぞれ卒業・修了した泉屋利明です。前
委員長よりバトンを引き継ぎ、新たな気
持ちでスタートいたしますので、どうぞ
よろしくお願いいたします。
　さて、金沢工業大学は令和7年6月1
日に設立60周年を迎えました。大学設
立当時の我が国は戦後のベビーブー
ム終焉と長寿社会到来へ既に転換し
ておりました。その後、出生率低下によ
る人口減少は進展し続け、とりわけ地
方における人口減少は深刻な状況と
なっております。
　こうした中で私たちの母校は長年
にわたり工学による社会課題解決を
図るべく、「社会から信頼され、必要と
される学園」「学生にとって魅力ある
学園」であり続けるため、卓越した教
育、研究、そしてそれを支援するため
のサービスの実現に向けて、「工学ア
カデミア計画」へのご寄付をお願いし
てきました。昨年の能登半島地震をは
じめとする自然災害からの復興支援
にも力を入れており、同窓会の皆さま
からの温かいご寄付は、被災した学生
たちの大きな支えにもなっております。
　このような正課外のさまざまな活動
等に必要な財源として寄付金は極め
て重要となっております。一方で諸物
価高騰のおり、母校へのご寄付は少
しハードルが高いかもしれません。しか
し、少額のご支援でも、多くのご賛同
があれば大きな力となり、社会の共有
財産でもある母校の未来を大きく左右

する原動力となり得ます。
　我が国は今後も人口減少・労働力
不足の基調が続く中で、世界規模にお
いて社会課題は山積しており、工学を
軸とした本学が担う専門領域に求め
られるニーズは極めて大きいと考えて
おります。このような状況を踏まえ、次
なる10年を見据え、出来るだけ多くの
方々が賛同いただき、イノベーションに
よってムーブメントを創出する施策を
実行できるよう、今後、合意形成に向
けての活動を進めてまいる所存です。
　未来を担う後輩たちの成長を応援
いただき、社会の共有財産でもある母
校が社会課題解決を図るグローバル
イノベーターの育成輩出を通じて社会
貢献できる喜びを、皆さまと共にぜひ
分かち合いたいと考えております。皆
さまの温かいご支援を引き続きお願
い申し上げます。
　最後に前会報75号に引き続き令和
6年10月1日～令和7年3月31日までに
ご寄付いただいた方々のご芳名を掲
載させていただき重ねて感謝申し上
げます。

寄付者名一覧
令和6年10月1日～令和7年3月31日
　　　　　　  　（敬称略・五十音順）
ʲݸਓʳ
安藤友一、池野晋也、石井靖彦、井上幸
治郎、今井潤、岩川博、上原稔、大島正
敬、加瀬達志、金森洋三、兼井洋介、烏
谷伸、北村和光、楠本晴久、窪田健太
郎、黒田壽二、小中博之、坂野信夫、阪
本晃二、佐々木寛治、佐藤晃、塩谷四月、

鈴木誠一、千徳英一、髙野宏康、橘寿
一、橘守、谷口勝則、田村崇、津田政
明、中田孝幸、中村幸蔵、中村信一、並
田和明、野口啓介、芳賀啓一、羽生田
覚、濱本佑典、原伸一、東久人、飛田憲
一、福光憲征、古田佳男、前川峰範、前
田正英、松下弘忠、松田真一、松本正
裕、水澤大輔、宮村壽、本志郎、本均、
森本喜一郎、谷地貞男、山下宏志、山
田昇、吉本重幸、渡辺悦史（他に匿名
希望25名を加え全83名）
ʲ๏ਓʳ
株式会社アクトリー、株式会社学侑
社、株式会社タクミナ、タケダ機械株式
会社、橘建設株式会社、辰野建設工業
株式会社、山一精工株式会社、株式会
社山本金属製作所（全8社）

　尚、令和5年度と令和6年度の寄付
者に関しては、ご芳名を学園ウェブサイ
トにも掲載してありますので、ご参照く
ださい。
　最後になりましたが、本学園は工学
アカデミアの建設に今後も邁進してま
いりますので、こぶし会会員の皆さま
方には一層のご理解とお力添えをお
願い申し上げます。

イノベーションで、
新たなムーブメントの創出を

泉
い ず み や

屋 利
と し あ き

明
特別奨学事業寄付金募集委員長

工学アカデミア計画寄付金募集

໊শ ๏ਓɾஂମ ਓݸ

1 栄誉功労顕彰 30,000 万円以上 3,000 万円以上

2 特別功労顕彰 10,000 万円以上 1,000 万円以上

3 功労顕彰 5,000 万円以上 500万円以上

4 特別功績顕彰 1,000 万円以上	 100 万円以上

5 功績顕彰 100 万円以上 30万円以上

寄付者銘板掲載基準
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＜特別会員＞　　  
令和 7 年　 4 月   北本 喜一郎

（電波教員・高専教授）

＜正会員＞　　 河村 章司
（大学・建築・S56）

中川 義明
（高専・機械・S46）

東　 邦宏
（高専・電気・S48）

竹内 和弘
（大学・建築・S53）

松蔭 孝二
（大学・機械シス・H8）

水野 政和
（大学・情報通信・H23）

阿羅 敏男
（保二会・工大附・S44）

渡邊 一恵
（大学・情報・S63）

堅田 正博
（高専・機械・S45）

酒井 哲司
（大学・機械・S53）

渡部 力也
（大学・建築・S50）

中岡 宏支
（大学・電気・H10）

監物 浩二
（大学・電子・S62）

渡邉 伸彦
（大学・電気・H10）

吉田 哲郎
（保二会・工大附専・S44）

武田 洋一
（大学・機械・S49）

　　　　  　       松村 俊秋
（大学・土木・S59）

平成 4 年　11 月  坂井 正範
（大学・機械・S46）

平成 21 年 　　　福島 秀興
（大学・機械・S60）

                 10 月  松本 修次
（保二会・工大附・S42）

平成 22 年　5 月　荒屋 賢治
（大学・人間情報・H19）

平成 27 年　1 月   三輪 省太
（大学・機械・H24）

平成 29 年  6 月   堀上 克弥
（大学・建築・S61）

令和元年　 9 月   逢阪 浩一
（大学・機械シス・H2）

　　　　   12 月   小林 智大
（大学・メディア・H25）

令和 2 年　 4 月   土屋 孝大
（大学・建築・H27）

令和 3 年　 1 月   手塚 泰夫
（保二会・電波専・S32）

                 2 月   横山 勝義
（高専・機械・S43）

                11 月   望月 栄治
（大学・機械・S51）

令和 4 年             川田 詞義
（大学・経営・H11）

                 3 月   本田 利彦
（高専・機械・S49）

                 6 月   本田 誠
（大学・情報処理・S53）

                 7 月   桟敷 敏治
（大学・電気・H6）

                 8 月   槻橋 正峰
（高専・電気・H3）

                 9 月  喜多 直樹
（大学・建築・S61）

令和 5 年             蜷川 孝幸
（大学・土木・S47）

　　　　　　　　　　　加藤 重昭
（大学・電気・S51）

横道 順一
（大学・情報・S52）

                  6 月  小酒 雅博
（高専・電気・S54）

                 　　　梅本 真
（大学・情報・H18）

                  7 月   中島 利雄
（大学・機械・S56）              
坂井 正夫

　　　　　　　　　　　（保二会・電波高・S40）                  
　　　　　 9 月   表 健一

（高専・機械・S46）            
岸田 和也

（大学・電気電子・H28）

松本 博之
（大学・機械・S52）

               10 月  井上 直人
（大学・ロボテ・H25）

  令和 6 年           龍口 外史男
（大学・電気・S47）

山崎 由治
（大学・電子・S54）

国澤 守
（大学・情報・H 元）

加納 正人
（大学・電気・S62）

明円 孝太郎
（大学・電気・S46）

白石 秀治
（大学・経営・S55）

藤田 匠
（大学・情報・H23）

角見 隆広
（大学・土木・H7）

                 1 月  中西 満
（高専・機械・H 元）

井上 清一
（修士・情報専攻・H12）

折戸 敏幸
（高専・電気・S46）

久保 次良
（高専・電気・S46）

小林 幸夫
（大学・土木・S47）

丸山 清彦
（保二会・電波高・S38）

                 2 月  野村 弘
（大学・情報処理・S58）

                 3 月  福田 知見
（専攻科・電気専攻・S48）

河野 醇平
（大学・電気・S47）

畠山 清至
（大学・土木・S58）

阿部 一成
（大学・電子・S59）

                 4 月  柿 利幸
（保二会・電波・S36）

山田 武
（大学・建築・S50）

宮村 健三
（保二会・電波専・S35）

                 5 月  岡本 眞兒
（大学・情報・H 元）

                 　　   池田 誠一
                                   （大学・土木・S52）                                         
　　                   藤田 一郎
　　　　　　　　　　 （高専・電気・S44）                                       
　　　　　　     駒津 豊

（大学・電気・S47）

                  6 月   片原 力三
　　　　　　　   （大学・建築・S56）      
　　                   高崎 邦彦
　　　　　　　　　　 （保二会・電波専・S35）                                       
　　　　　　     越田 悦弘
　　　　　　　　　     （大学・電気・S44）                         
　　　　　7 月   山下 建一
　　　　　　　   （大学・経営・S46）      
　　                   濱名 修
　　　　　　　　　　 （大学・経営・S58）                                       
　　　　　　     坂元 和喜
　　　　　　　　　     （大学・機械・S52）     

Πϕϯτࠂ
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瑞宝単光章 瑞宝単光章
土ډ ণ司ࢯ
（大学・機械・昭和 58 年卒）

প৲ 建ࢯ
（大学・経営・昭和 59 年卒）

旭日単光章
西田 孝伸ࢯ
（高専・電気・昭和 47年卒）

瑞宝小綬章
橋本 政人ࢯ
（高専・機械・昭和 49 年卒）

瑞宝双光章
中川 和৴ࢯ
（大学・経営・昭和 52 年卒）

瑞宝双光章
吉田 จ雄ࢯ
（大学・情報・昭和 52 年卒）
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　　　　　8 月   中島 昭悦
　　　　　　　   （大学・経営・S48）      
　　                   小山 満幸
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S46）                                       
　　　　　　     中川 雅　　　　
　　　　　     　　　　（保二会・工大附・S43）     
　　                   ୩ ޭ
　　　　　　　　　　 （大学・経営・S54）                                       
　　　　　　     ੨ ప　　　　　
　　　　     　　   　　（大学・経営・S52）　
　　                    ળ  ੵ敏宏
　　　　　　　　　　 （大学・経営・S49）                                       
　　　　　　     東 敏郎　　　　　
　　　　     　　　　　（大学・経営・S46）　
　                   　上田 ຽ夫
　　　　　　　　　　 （保二会・電波高・S40）                                       
　　　　　9 月   Ԃ下 و
　　　　　　　   （大学・ロボテ・H24）      
田 ઍਘࠇ                   　　
　　　　　　　　　　 （高専・電気・S54）                      
　　                   宮崎 勝洋
　　　　　　　　　　 （保二会・電波専・S38）                                       
　　                   ۚ 福夫 ࢠ
　　　　　　　　　　 （保二会・工大附・S45）                                       
　　                   吉藤 ߩ
　　　　　　　　　　 （保二会・工大附・S42）

　　　　  10 月   望月 一ඒ
　　　　　　　   （大学・経営・S54）      
　　                   ৽栄 修
　　　　　　　　　　 （大学・建築・S59）                      
　　                   高田 一郎
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S46）                                       

　　                   ຳӜ ༎߳
　　　　　　　　　　 （高専・電気・H9）                                       
　　                   大村 ঘޛ
　　　　　　　　　　 （大学・建築・S53）　
　                   　野田 勝ݾ
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S53）　
　　　 　 11 月   北村 ໜߦ
　　　　　　　   （大学・電気・S48）      
　　                   高川 一৴
　　　　　　　　　　 （大学・建築・S49）               
　　                   川ล 勝弘
　　　　　　　　　　 （高専・電気・S49）               
　　                   吉村 一昭
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S48）               
　　                   久田 正章
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S46）               
　　                   松本 ప也
　　　　　　　　　　 （高専・機械・H10）               
　　                   松本 ࣮
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S56）               
　　                   ԭ 勝
　　　　　　　　　　 （大学・経営・S54）                      
　　　 　 12 月   ਗੜ 博人
　　　　　　　   （高専・電気・S44）      
　　                   中川 正博
　　　　　　　　　　 （高専・機械・S56）               
　　                   福井 哲
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S47）               
　　                   高田 泰ਫ਼
　　　　　　　　　　 （保二会・電波高・S39）                 
　　                   Ֆ外 ರ
　　　　　　　　　　 （大学・電子・S62）                 

　　                   駒田 ۉ
　　　　　　　　　　 （保二会・工大附専・S42）                 
　　                   原 ొ ඒ雄
　　　　　　　　　　 （大学・経営・S53）                 
　　                   野 孝之
　　　　　　　　　　 （大学・経営・S54）                 
令和 7 年             横山 誠一

（大学・経営・S50）

　　                   ॹ  ํ浩
　　　　　　　　　　 （修士・త専攻・H21）                                  
　　　　　1 月   大和 ক
　　　　　　　   （大学・ۭߤシス・H30）      
　　                   Ԟ田 正人
　　　　　　　　　　 （大学・電気・S56）                                
　　                   宮  ౢ一樹
　　　　　　　　　　 （高専・機械・H20）                                
　　                   上田 真࠸
　　　　　　　　　　 （大学・機械・H26）                                
　　                   ݹ ಞ之
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S48）                                
　　                   ߐ 修
　　　　　　　　　　 （保二会・電波高・S40）                                
　　                   山田 正広
　　　　　　　　　　 （高専・電気・S45）                                
　　                   ୍  龍一郎
　　　　　　　　　　 （大学・情報処理・S50）                                
　　                   ਢ田 ߁雄
　　　　　　　　　　 （保二会・電波・S35）                                
　　                   高  ؒ敏一
　　　　　　　　　　 （大学・経営・H4）                                
　　                   山本 智ߦ
　　　　　　　　　　 （大学・電気・S52）                                
　　                   ೆ 野 邦
　　　　　　　　　　 （高専・電気・S42）                                
　　                   ґ田 幸久
　　　　　　　　　　 （大学・機械・H8）                                
　　　　　2 月    ླ  克也
　　　　　　　   （大学・土木・S54）      
　　                   中林 ݠ治
　　　　　　　　　　 （高専・電気・S48）                

　　                   ᴛ ࡞太郎
　　　　　　　　　　 （保二会・電波高・S40）                                
　　                   ಪए 正二
　　　　　　　　　　 （保二会・電波高・S39）                     
　　　　　3 月    ถཬ 秀一
　　　　　　　   （保二会・電波高・S40）      
　　                   西川 ਐ
　　　　　　　　　　 （保二会・電波高・S40）                 
　　                   越 ొ
　　　　　　　　　　 （高専・電気・S42）                 
　　                   Ӌ  ཱ利昭
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S62）                 
　　                   中野 誠
　　　　　　　　　　 （保二会・電波・S35）                 
川 ӳ二ߐ                   　　
　　　　　　　　　　 （大学・土木・S52）                 
　　                   高田 ߊ一
　　　　　　　　　　 （大学・建築・S55）                 
　　                   越田 和也
　　　　　　　　　　 （保二会・電波高・S40）

　　　　　4 月    ेޒཛྷ ঘ
　　　　　　　   （大学・土木・S60）                 
　　                   ग़口 ప
　　　　　　　　　　 （修士・建築専攻・H13）                 
　　                   ኍ部 重和
　　　　　　　　　　 （大学・情報処理・S60）                 
　　                   大平 恵一
　　　　　　　　　　 （大学・建築・S53）                 
ࢢ島 雄ࣉ                   　　
　　　　　　　　　　 （大学・機械・S50）                 
　　                   ຖ田 太吉
　　　　　　　　　　 （保二会・工大附・S41）                 
　　　　　5 月    Ԟ村 健
　　　　　　　   （保二会・工大附・S41）               
　　                   小林 清一
　　　　　　　　　　 （大学・情報・S58）                 

߳林利男ઌੜ ʢ保二ձɾి 高ɾ439ʣ
高専名誉教授

ྩ�ʢ����ʣ�� �݄�ɺ੦ڈɻࡀ��ɻిߴֶߍ
ઐ߈Պमྃޙɺۚ ߴۀઐֶߍͷڭһͱͳΓ·͠ ͨɻڭ
ฬΛ ΓࣥͳがΒۚۀେֶେֶӃిֶࢠిؾઐ߈Ͱത
ΛऔಘするͳͲɺੜ֔にΘͨ߸࢜ ͬͯ ͠·ᮎにΊΒΕݚݾࣗ ͨɻ

加藤ࢠګઌੜ ʢ保二ձɾి ઐɾ436ʣ
大学名誉教授

ྩ�ʢ����ʣ��݄ ��ɺ੦ڈɻࡀ��ɻত��ʢ����ʣに
ۚۀେֶࢣߨͱͳΓɺॿڭतΛͯܦɺฏ�ʢ�����ʣに
तにঢ͞ڭ Ε·͠ ͨɻి ൫ͱ͠ج௨৴ٕज़Λؾ ͨใに
ਫ਼௨͠ ͨ́ ͔ɺɺֶ ੜͷਐ࿏ࢦಋに ΒͨΕ·͠ ͨɻ

松村Յ之͞Μ ʢ高ઐɾి ɾ442ʣؾ
金沢工業高等専門学校同窓会初代会長

ྩ�ʢ����ʣ��݄��ɺ੦ڈɻࡀ��ɻੴۚݝࢢग़
ɻԹͳੑ֨Ͱ໌る͘ ɺ୭ Β͔Ѫ Ε͞·͠ ͨɻڧ Ϧ͍ーμー
シοϓͱਝͳߦಈྗがଔۀੜΛݗҾ͠ ɺۚ ߴઐಉ૭ձ
͜Ϳ͠ ձɺશࢧࠃ෦ͷઃཱにେ ͳ͖ޭΛ͛ڍ·͠ ͨɻ

編  集  後  記
　◆新型コロナウイルスの感染拡大により、私たちの社会は大きく変わりました。日々の活動
が制限を受ける中、生活に「つながり」をもたらしたのはオンラインでした。今年の総会
は、6年ぶりに対面での実施となり、久しぶりに皆さんの顔を見られたのは格別の喜び
です。オンラインというツールなども活用しながら、こぶし会活動を活発にする新たなアイ
デアが生まれてほしいものです。

令和6（2024）年秋と
令和7（2025）年春の叙勲で
次の方が受章されました。
叙勲などの慶事を誌面でご紹介いたしますので、
こぶし会事務局まで情報提供をお願いいたします。

◆会報委員長として編集に携わるのは、今号で最後となります。9年間にわたって職責
を果たせたのも、会報誌を読んでいただいた会員をはじめ、会報委員会の委員の協
力があってのことだと思います。「学園や同窓生の生き生きとした姿を伝えたい」。この
一貫した編集方針が少しでも伝わっていれば幸いです。今後も学園と同窓生をつなぐ
『会報こぶし』を楽しみにしてください。／記T.N
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こぶし会では、平成7（1995）年度より「同窓会維持会費」制度を導入し、
満40歳以上の会員に年額1,000円を納入していただいております。
80,000 人を超える会員と各支部への活動支援、年2回の『会報こぶし』の発
行など、同窓会活動の発展を図るために、ご理解とご協力をお願いします。対
象となっている方には、払込取扱票を同封しています。

■会費の払込方法　郵便払込（3年分一括払い3,000円）
お近くの郵便局から同封の払込取扱票を利用して払い込んでください。住所等の
訂正がございましたらインフォメーションカードにご記入の上ご返送ください。

● 保二会全会員
● 高専同窓会   令和8（2026）年3月末日で40歳以上の会員
● 大学同窓会   令和8（2026）年3月末日で40歳以上の会員

対  象  者

こぶし会

こぶし会を日本一の同窓会組織に ！　　同窓会維持会費納入のご案内

〒921-8501 石川県野々市市扇が丘7番1号 金沢工業大学内
TEL.076-294-6375（直）FAX.076-294-0886
Eメール.kobushi@kanazawa-it.ac.jp  URL.https://www.kobushi.jp

こぶし会
事 務 局

＊ 会費の納入は80歳までとさせていただきます。
＊ 令和4（2022）年度に3年分の同窓会維持会費の払い込みをされた方は、

令和7（2025）年3月に期限が切れております。払込取扱票を同封させて
いただいた方はその該当者となりますので、払い込みくださいますよう
お願いいたします。

େֶの߹
˙�ۚۀେֶΣϒαΠτ
https://www.kanazawa-it.ac.jp/
TOPページ → 卒業生の方 → 各種証明書発行 金沢工業大学

令和7（2025）年4月スタート

金沢工業大学「デジタル証明書（PDF）」が
企業等に直接送れるようになりました！ 金沢工業大学

લに֬ೝをࣄ�˙
●  デジタル証明書（PDF）の受け取りの可否
   （オンライン送付の対応可否）
●  提出先の企業等の名称（証明書に印字されます）
●  証明書送信先の部署名・担当者名等
●  証明書送信先のメールアドレス
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https://www.ict-kanazawa.ac.jp/
TOPページ → 卒業生の方 → 各種証明書発行 国際高専

● 卒業証明書/修了証明書　　● 在籍期間証明書(退学者又は除籍者のみ)
● 建築士試験　指定科目修得単位証明書・卒業証明書
● JABEE認定プログラム修了証明書（認定者のみ）

発行可能な証明書

発行手数料は
コンビニ支払い

提出先の
企業等に

メールで送付

紙の証明書と
同様の信頼性

Golf

木々に囲まれたコースの中で、会話を楽し
みながらプレーしませんか。詳細はこぶし
会ウェブサイトをご覧ください。

ボウリング大会は、家族と一緒に参加できるイベントとして
人気があります。各支部での開催会場などの詳細につきましては、
後日、こぶし会ウェブサイトでお知らせいたします。
皆さまの参加をお待ちしています。

第 27 回
こぶし会ゴルフ大会

第29回
全国一斉ボウリング大会

令和7（2025）年
9月20日（土）開催

令和7（2025）年
10月17日（金）～11月16日（日）開催

石川県能美市
白山カントリー倶楽部
松風コース

仲間同士でナイスショット！ ご家族で気軽に参加ください！

Bowling
●参加資格 … こぶし会会員およびそのご家族

●参 加 費… 会場により異なります

●会　　場 … こぶし会ウェブサイトを
　　　　　      ご覧ください
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	76こぶし_01
	76こぶし_02
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	76こぶし_14
	76こぶし_15
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	76こぶし_17
	76こぶし_18
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